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事 業 報 告 

                                  ２０２０年４月 １日から 

                                  ２０２１年３月３１日まで  

                                           株式会社横浜アリーナ 

１． 事業の経過および成果 

       

２０２０年度については、前期末からの新型コロナウイルス感染症の影響により、計２回にわたり

緊急事態宣言が発出されるなど、イベント開催の中止や延期、そして感染防止対策や人数上限・

収容率といった制約条件ある中でのイベント開催を強いられ、当初の想定よりもはるかに甚大な

影響を受けることに至りました。期初においては感染拡大防止のため、政府や神奈川県、横浜市

の方針を踏まえ、施設利用者に対しイベント開催の自粛を要請、併せて基本使用料の返還を決め、

利用者に対する配慮を行いました。その後、基本使用料の減額や代替イベント決定の場合の特別

措置といった営業方針を打ち出し、無観客ライブ配信や収録での利用、キャパシティ制限ある中

での有観客利用、あるいは撮影利用での特別料金プランの展開を積極的に進めたこと、コンサー

ト需要も引き続き堅調であったこと、および戦略的かつ能動的なスペースコントロールなどによ

り、稼働日数は２０３日（有観客５３日、無観客８９日、キャンセル６１日）、稼働率は５５．６％の

受注となりました。そして当期の来場者数は、約１５万人となり、１９８９年４月の開業からの来場者数は

累計で約５,１９５万人に達しました。 

 また、施設の安全安心に向けた取り組みを継続すると同時に、ＰＳＩ（Positive and Speedy with Integrity）

プロジェクトを中心に２０１５年度に策定したコーポレートメッセージ「その想い、つながる。」をはじめとする

企業理念・ミッション等に基づき、その浸透のための取り組みやアクティブな企業風土の実現に向けた取り

組み、広報活動、および地域に根差した活動を継続して実施してまいりました。 

 とりわけ、コロナ禍で影響を受けた地域の皆さまのことを想い、地元港北区役所と連携して、区内中学校

吹奏楽交流会や「2020 ふるさと港北ふれあいまつり on-line コアデイ」と「秋のヨコアリくんまつりオンライン」

の連携開催などを行い、区民の皆様の活動を発信するお手伝いをすることができました。 

 

経営成績につきましては、売上高が９０６百万円（前期２,６６８百万円、対前期６６．０％減）、売上原価は

７５７百万円（前期１，０１２百万円、対前期２５．１％減）、販売費及び一般管理費は３２４百万円（前期３８６

百万円、対前期１６．２％減）となりました。 

これらにより当期の損益は、営業損失１７５百万円（前期営業利益１,２７０百万円、対前期１１３．９％減）

を計上し、経常損失が１４６百万円（前期経常利益１,２９９百万円、対前期１１１．３％減）、当期純損失１７０

百万円（前期当期純利益８９９百万円、対前期１１９．０％減）となり、修正予算との比較では、営業損失、

経常損失、及び当期純損失とも修正予算を上回る数値になりましたが、前期実績比では減収減益となり、

１９９５年（第１０期）以来の当期純損失になりました。 

 

以上 



2020年4〜2021年３⽉ イベント分野別稼動実績

ショー 集会 展示 稼動率
コンサート 式典 物販 （％）

2020年4月 件数 48 8 4 1 61

〜 日数 172 17 12 2 203 55.6%
2021年3月 本番日 76 9 8 1 94

構成比 84.7% 8.4% 5.9% 1.0% 100.0% （注）

(参考)
件数 △ 33 △ 10 △ 1 △ 9 △ 53 2018年4月

日数 △ 80 △ 27 △ 3 △ 23 △ 133 -36.2% 〜

本番日 △ 84 △ 6 △ 2 △ 14 △ 106 2019年3月

構成比 9.7% -4.7% 1.4% -6.4% 0.0% 稼動率

2019年4月 件数 81 18 5 10 114

〜 日数 252 44 15 25 336 91.8% 91.5%
2020年3月 本番日 160 15 10 15 200

構成比 75.0% 13.1% 4.5% 7.4% 100.0%
（注）

2020年度
実績

スポーツ 合計

対前年
同時期
増減数

※2020年4⽉〜2021年3⽉までの稼動⽇数203⽇の内訳は、有観客（収容⼈員制限あり）53⽇、無観客（ライブ配信・収
録）89日、キャンセル料発生（稼動計上）61日となっております。
※2019年4⽉〜2020年3⽉までの稼動⽇数252⽇には新型コロナウイルス感染症の影響により2⽉末から3⽉にかけてイベ
ントが中止になった31日（一部無観客ライブや配信を実施）を含んでおります。


